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はじめに 

 

今日のグローバルな競争環境では、企業環境が激しく変化するとともに、競争がグロー

バルに行われる。このため、一方では、将来を見通した長期にわたる意図された事業戦略

を立案することは困難となってきている。また他方では、競争の激化による競争戦略の重

要性がますます高まっているということでもある。さらに、このような戦略と連動した形

で進めることで、経営品質の向上や業績評価も新たな局面を見せている。 

従来、戦略の実行ツールとしては財務数値に具現化した予算管理が中心であった。予算

は活動の成果を目標値として示すため、トップ層の経営管理には現在でも有効に機能する。

しかし、この成果を実現するには、目的と手段の因果関係をたどって行って、顧客やプロ

セスにまで深く入り込んで、活動による競争優位を構築しなければならない[Porter,1994]。

そのため、戦略を実行するには、財務目標だけでなく顧客や内部プロセスにまで入り込ん

で非財務目標についても設定する必要がある。これらの戦略目標の達成度を示すために具

体的に指標を設定し、その指標について目標値を設定しなければならない。また、戦略目

標の目標値を実現するために、戦略的実施項目も設定する必要がある。そして、これらの

指標を事後評価し、必要な是正措置やフィードバックを行う必要がある。これを実現して

くれるのがバランスト・スコアカード(Balanced Scorecard; BSC)である。 

BSCの実態調査を2002年の2月から3月にかけて数社実施した。その結果、富士ゼロックス

は戦略実行のためにBSCを行おうとしていた。NTTコムウェアは、戦略実行と業績評価のた

めにBSCを採用していた。全日空システム企画は一般従業員までの業績評価に対する理論基

盤としてBSCを導入した。日本経営品質賞を取得しているリコーと日本フィリップスは、戦

略実行、業績評価、経営品質の向上のためにBSCを実施していた。これらの実態調査から、

BSCは戦略実行としてだけ利用されているわけではないことが理解できる。 

BSCが戦略実行、業績評価、経営品質の向上といった利用形態があるにもかかわらず、多

くのソフトウェア・ベンダーはそれぞれの解釈に応じたBSC機能を組み込んで、BSCソフト



 

 

を開発している。本稿では、ノートンが社長、キャプランが会長をしているバランスト・

スコアカード・コラボレイティブ社(以下、BSCol.)がBSCソフトと認定したアプリケーショ

ン・ソフトを対象として、BSCソフトを評価・検討する。まず、BSCソフトの必要性を検討

する。その上で、BSCol.社が設定しているBSCソフトの認定基準とBSC認定ソフトを紹介す

る。このような認定ソフトの代表として、SASのStrategic Performance Managementを取り

上げ、ソフトの評価を行う。評価にあたっては、BSCソフトの役立ちを考えて、システム構

築者の構築のしやすさ、トップから一般従業員までのコミュニケートの取りやすさ、さら

にデータ入力のしやすさといったソフトのユーザー側の立場でBSCソフトを評価する。 
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